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＜連絡事項＞
◎夜間搬送帰院時の交通について
夜間救急搬送時の付き添いスタッフの帰りの交通について、「日当直医師記録」板にタクシーチケット２枚常備することとします。
①搬送決定後、家族連絡の際「スタッフ付き添いのため、帰りの移動交通費が掛かり、入院費で清算となること」を説明。
②夜勤チーフに搬送となることを説明し、チーフ板よりタクシーチケットを受け取る。また、チーフに搬送で不在時の病棟フォローを依頼する。
③三八五タクシーと県南タクシーで使用できます。
④タクシーにて帰院時、タクシーチケットと交換で「未収書」を受け取る。
⑤翌日、医事に「未収書」を提出し、対象患者の入院費に計上してもらう。
⑥庶務にチケットを使用した旨を説明し、チーフ板の封筒に使用した分のチケットを補充してもらう。

＜居室変更＞
・三浦　郁子様～Bユニット1号室→合併症室
・山野　なみ子様～Bユニット1号室→合併症室
・茶立場　稲喜様～Aユニット13号室→Bユニット4号室

＜患者様情報＞
・下川戸　長司様～　9：45　死亡退院となる。

・瀧澤　幸輝様～経管栄養中止し本日昼より、エンジョイゼリー開始となる。

・大下　良好様～明日より、午前午後2時間ずつへ開放時間拡大指示。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
[bookmark: _GoBack]・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。着衣維持できず早々に開放観察切り上げている。午後は午睡。不潔行為や興奮なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。被害的な言動なく穏やか。不穏、興奮なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～身体拘束中。昼より経口摂取開始、全量摂取できるがかき込むため介入を要している。軽度の痰絡みあり、吸引対応。引き続き、症状観察と早期に拘束解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。苛々感の訴え等なく静穏に過ごす。拘束部トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・三浦　華菜様～終日隔離中。自室内で静穏に過ごし環境への不満言動なし。内服拒否もない。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・大下　良子様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。開錠後も自室から出ずに過ごし奇異行動なし。本人希望にて食事形態昼より肉禁で提供。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜皮膚科診察情報＞
・藤井 崇史様～顔面に紅班、落屑。ロコイドクリーム塗布に変更。

・小笠原　久年様～右第１趾　びらん→テラマイシン軟膏＋ガーゼ指示追加。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和8年7月28日　14：20
　氏　　名：川口　八寿子（かわぐち　やすこ）様
　生年月日：昭和36年6月18日(65歳)
　病　　名：躁うつ病
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット1号室

　＜経過＞
　昭和50年頃に不眠、被害妄想などを呈し発症。いじめを契機に同年8月に八戸赤十字
病院を初診となる。昭和55年頃より多幸感、活動性亢進など躁症状を呈するようにな
り、その後も気分の波や再燃をくりかえし、精神科計14回の入院歴がある。当院へは
昭和61年初診。平成27年12月より主治医の開業に伴い、白山台メンタルクリニックへ
転院となっている。同クリニックへの通院を継続し、平成30年5月8日にデイケア利用
開始に伴い当院通院を再開。以降、白山台メンタルクリニックでの薬物療法と青陽館
通所を継続し、病状は安定して経過していたが、令和6年11月12日躁状態が認められ、
本人が入院治療を希望し、当院へ任意入院となる。薬剤調整により気分高揚さや多弁
などの躁症状は徐々に軽減。入院時は杖歩行であったが、自力歩行が困難となり日常
生活でも介助要する場面が増え、同時期にCOVID-19罹患。長期臥床により運動機能が
低下し、自宅退院が困難な状態となった事から、リハビリの希望聞かれ、令和7年4月
14日西病院へ転院となる。転院後は環境変化による中途覚醒が気になるとのことであ
ったが、気分変動はなく、順調にリハビリを行い、同年6月17日自宅へ退院。訪問リハ
ビリを継続し、当院外来通院継続。令和8年4月、希死念慮はなかったものの、「早く
眠りたかった」と就床前薬を5日分服用し、八戸市立市民病院へ救急搬送となり、1泊
2日で入院治療を行っていた。その後訪問看護「五福」を週に1回で利用開始。同時期
から口数の多さはみられ、話の内容が切り替わる、色情的な話をすることがあり、怠
薬もみられたことから服薬指導を行っていた。同年6月頃からは多弁で支離滅裂な言動
聞かれ、話のまとまりのなさ、一貫性のなさあり。各医療機関への電話も頻回にあり
、症状改善目的のため、入院治療の必要性あり。
令和8年7月28日東病棟Bユニットへ任意入院となる。

